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　昨今，「無駄をなくせ」の大合唱で，コスト・パフォーマンス（費用対効果）の名のもとに学問の分
野にも厳しい評価の目が向けられている．そして「すぐに役立つこと」「利益を誘導する研究」には高
い評価が得られる傾向が顕著になってきている．当然そのような研究や学問はわれわれに多くの「目
に見える」恩恵をもたらすことは事実であり，そのこと自体に異論はない．しかし，「すぐに役立つ」
研究以外は無駄な学問であろうか？ 学問の本質は，そこにある「真理を追求すること」であり，本来，
有益か無駄かという尺度とは別の次元のものであろう．医学研究はそのような意味では，比較的「役
に立つ」ように見えるものが多く含まれているとは思われるが，人文学，社会学など文化系の学問や，
医学以外の理科系の学問には「目に見えて」役に立つのか否かわからないものも多い．しかし，そこ
にはむしろ更に深淵な学問の奥行きを感じることもまた事実である．
　そこで学問や研究において「無駄」とは何かを考えてみた．われわれ医学の研究においても，物を
大切にして，実験道具でも動物でも，また検体や様々なデータでも慈しむような気持ちで心を込めて
研究に打ち込むことは肝要であり，そのような意味においての無駄をなくすことは大切であるが，こ
のことと研究自体が「無駄であるか」とか「役に立つか否か」という問題は全く別の観点であろう．
　このように私達は日常の学問にあたって，物質的なものを大切にし，また数々のデータや成果には
敬意を持つという意味においての無駄を省くことは重要であるが，最も大切なことは，それらの成果
を論文発表することによって初めて，「それらを無駄にしなかったと言える」ことを肝に銘じつつ研究
にあたることである．すなわち学問において「無駄をなくす」ということは，「すぐには役に立ちそう
もない研究をしない」ことではなく，「遂行したデータを誠実に世に出す」ことではないかと考えてい
る．「すぐに役に立つものは，すぐに役に立たなくなる」という言葉もある．
　さらに，その成果がポジティブ・データであろうとネガティブ・データであろうと誠実に論文とし
て発表して，世に問うことの重要性を今一度再認識する必要があるように思う．一般にネガティブ・
データが出た時には，それを発表せずに，その成果は埋没していくことが多いようにうかがえる．し
かし，考えてみれば，そのような結果が世に発表されなければ，色々な人や施設によって同様の研究
が繰り返し遂行され続けることもありうる．まさに無駄の繰り返しになってしまう．ネガティブ・デー
タを発表することこそが，むしろ学問の王道の一つと言うべきとも思う．
　一方で，一流の雑誌に採用されるかどうか，有意差が出るかどうか，ということも大切ではあるが，
そればかりにとらわれず，大らかな気持ちをもって誠実に事実を直視して，真理に少しでも近づくこ
とをめざし学問を遂行してゆきたいものである．

（桑野博行）
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